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Abstract

Thefoodconversionrateisavaluableindicatorforthemaintenanceofwaterquality，because

foodmaterialsotherthanthoseusedinrotiferproductionarereleasedintotheculturewater・In

thisexperiment，effectsofsalinityonfoodconversionrateareobservedinordertoreducethe

pollutionthroughexcessfoodmaterials・Atthesametime，anoptimalsalinitylevelwithinthe

rotifercultureswasestimatedbasedontheirfoodconversionratesandtolerancetohigher
salinities・

ＩｎＥｘｐ・Ｉ，populationgrowthrateandfoodconsumptionratewereobservedatninesalinity

levelswithinthesalinityrangeof2to40%o・ThedensityofmarineCﾙん花肋szzc℃ﾙａｍＰﾙjZZzusedas

foodforrotiferswasmaintainedwithintherangeof2×106ｔｏ８×106cells･ｍｌ－ｌ・Culturewas

continuedforl4daysafterrotiferswereacclimatedtoeachsalinitylevel，ＩｎＥｘｐ.Ⅱ，food

consumptionrateandpercentageofswimmingindividualswasmeasuredat０．５，６，ａｎd25hours

afterrotifersweretransferredtoahighersalinityof3596o・Therotifersusedwerepreviously

acclimatedto：１０，１２．５，１５，２０，ａｎｄ３０%o・CAjb花肋densitywasmaintainedatabout4×106

cells･ｍｌ－１・

ＩｎＥｘｐ.Ｉ，thehighestfoodconversionratewasobtainedａｔ１０%｡、Theconversionrates

becamegraduallylowerassalinityincreasedanddecreased・Sharpdecreaseinconversionrate

from56to３５％wasobservedbetween20and2596o・ＩｎＥｘｐ.Ⅱ，foodconsumptionratesof

rotifersacclimatedto20and30%owerehigherthan90％oftherotifersacclimatedto3596o・

Ｈowever，thoseofrotifersat：１０，１２．５，andl596owerelesstha、５０％・Asforthepercentageof

swimmingindividuals，rateshigherthan95％wereobservedat：１５，２０，ａｎｄ３０%o・Thesalinity

rangebetweenl5and20%owasestimatedasanoptimalsalinityleveLTheresultsofthisstudy

wereaimedatdirectapplicationfortheseedproductionofmarinefishes．

＊鹿児島大学水産学部増殖生理学講座（LaboratoryofFishCultivationPhysiology，Facultyof

Fisheries，KagoshimaUniversity，50-20Shimoarata4，Kagoshima890，Japan）



3８ 鹿児島大学水産学部紀要第34巻第１号（1985）

シオミズツボワムシ（以下ワムシと略称）の大量培養はほぼ確立されたが，その大量培養

には，なお環境汚染が大きな問題として残されている1)。前報2,3)で述べた如く，環境汚染の
源は餌料物質であるので，餌料効率が低いと餌の浪費とともに環境汚染の増大を招く。従っ

て，環境保全の面から適正飼育環境条件を決定する際，餌料効率は重要な指標となる。

現在，ワムシは，その用途から34%o前後の海水で飼育される場合が多い。しかし，ワムシ

は本来汽水種であり，Ｃ,６%｡付近でその増殖率がピークを示すとの報告もある4)ことから，
塩分濃度が異なると餌料効率も違ってくることが推察される。すなわち，塩分濃度による環

境汚染度合の相違が考えられるので，環境保全の便をはかるには塩分濃度と餌料効率との関

係の解明が必要とされる。

本実験は，塩分濃度と餌料効率の関係を明らかにする目的で，異なる塩分濃度におけるワ

ムシの摂餌率および増殖率を調べた。また同時に，ワムシの急性塩分耐性等をも合わせて考

慮し，飼育適正塩分濃度についても検討を加えた。

実験方法

１餌料効率の観察

材料は，Ｌ型のシオミズツポワムシ（ＢｍｃＡ畑z4sp伽"肱）（屋島株）５)を用いた。塩分濃
度は，およそ２カ月間の予備飼育において０～40%oの間に10段階を設けた。そのうち０%oの

ワムシは約２週間で死滅したので，実験の塩分濃度は，２～40%oの範囲に９段階を設定した。

実験は，３Ｊ容量のフラスコにワムシを20ind･ｍｊ－ｌの密度に接種して開始した。ワムシの増

殖分は毎日収穫し，それと同時に飼育水の交換も30％の割合でおこなった。

餌料として用いた海産クロレラ(Ｃﾙ加肋SaC伽叩A池)は，農耕用肥料を主体とした培地5）
で培養した。指数増殖期に達したクロレラは，一度濃縮した後，飼育水中の餌料密度が２×

10‘～8×106cells･ｍｒ１を維持するように１日２回給餌した。これらの飼育実験は恒温槽内

でおこない，水温は約20℃に保った。また飼育水のｐＨは，ＨＣｌおよびＮａＯＨで7.3前後

に調整し，飼育水への通気はおよそ100ｍルmin-1の割合で連続的に施した。照明は，１５Ｌ

：９，の時間帯を設定しておこない，明時における飼育水面の平均照度は約1001ｕｘとした。

飼育は14日間継続し，１日毎のワムシの増殖率および摂餌率を求めた。増殖率，摂餌率，

および餌料効率の算出は，前報2)の方法に従った。なお，餌料効率の算出に適用したワムシ
の乾重量は，２，５，１０，１５，２０，２５，３０，３５，および40%･区において，３回の測定の平均値

でそれぞれ，０．６６，０．６１，０．６２，０．５７，０．６０，０．５５，０．５８，０．５２，および０．５６〃g･ind-1を
基準値とした。

２急性塩分耐性試験

ワムシは，実験に先立って，１０，１２．５，１５，２０，および30%oの塩分濃度に順化した。それ

らのワムシは直接35%｡の海水に移し入れ，０．５，６，および25時間後に遊泳個体率を、また６

および25時間後に摂餌率を測定した。その際，ワムシの密度は３０ind･ｍＺ－ｌとした。餌料は

海産クロレラを用い，給餌密度は４×lO6cells･ｍｒｌに維持した。

実験時の温度および照明条件は，前記と同様に設定した。一方，通気は約２ｍｊｍｉｎ－１の

割合でおこなった。
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Fig.１．Profilesofpopulationgrowthrate（Ａ）andfoodconsumptionrate
（Ｂ）atvarioussalinities・Meansandstandarddeviationsarepresented
withdotSandbars．

なお，遊泳個体率は次式で算出した。

（１－Ｂ／Ａ)×100

Ａ：観察したワムシの総数

Ｂ：計数盤の底に横転し，足の動きのない個体数

結果および考察

１餌料効率の観察

各実験区におけるワムシの増殖および摂餌率は，Ｆｉｇ．１に示した。増殖率は，１０%･区の

104％･day-1をピークとして，それより低塩分および高塩分になるにつれて減少した。その

減少は，２５%｡以上の塩分濃度で60から45％･day－１へと徐々 に横ばい状態となった。３５%o区

における増殖率は44％･day-Iと，１０%o区のおよそ５分の２にすぎなかった。

摂餌率は，平均値で301×103～255×103cells･ind-1･day-iの値となった。その傾向は，
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2%｡および30%｡付近にピークを有したが,それぞれの摂餌率の間に有為な差は認められなかっ

た。

以上の増殖率および摂餌率をもとに算出した餌料効率は，１０%o区で最高値の77％となり，

塩分濃度が10%oより下降および上昇するにつれて次第に低くなった（Fig.２）。特に20%･か

ら25%o区の間では，５６％から35％へと19％もの減少を示した。２５%･以上における餌料効率は，

およそ30％の値で横ばい状態となった。また，３５%･区の値は28％で，１０%｡区の約３分の１で

あった。

このように，３５%｡付近の比較的高い塩分濃度では，１０%｡付近の低塩分濃度に比べて餌料効

率がはるかに低い。言いかえれば，飼育水の汚染がそれだけ大きくなるので，高い塩分濃度

でワムシを飼育する場合，水質の保全に極力注意する必要がある。

なお，本実験の餌料効率は，最高で77％と，他の動物プランクトン種の25～55％（純生長

効率）６)に比べて幾分高い値を示した。この一因として，ワムシ飼育水中におけるバクテリ
アの増殖およびワムシによるその摂餌7,8)が考えられる。
２急性塩分耐‘性試験

１０～30%oの塩分濃度に順化したワムシを35%oの海水に移し入れた場合の遊泳個体率および

摂餌率はFig.３に示した。それぞれの値は３回の測定の平均値をもってあらわした。遊泳

個体率は，１５%･以上の塩分に順化した場合，終始95％以上であった。しかし，12.5%｡，１０%ｏ

となるにつれて約80％から30％へと急激に減少した。これらの遊泳個体率は，移入後６時間

目にわずかに回復したものの，２５時間後には再び減少した。
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Ｆｉｇ．２．Profilesoffoodconversionrateatvarioussalinities．
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第４図は，餌料効率および急性塩分耐性をまとめたものである。また，現在単一種として

は最良の餌料と言われる9)海産クロレラの成長速度10)もあわせて示した。海産魚介類の稚仔
への給餌を目的とすると，ワムシの生理に及ぼす影響が最も少ないのは20%｡以上であるが，

その塩分濃度では餌料効率が急激に減少する。総合的に判断して15～20%･の範囲が適正塩分

濃度と推察される。すなわち，摂餌率は減少傾向にあるが遊泳個体率およびクロレラの増殖

は良好である。また，餌料効率も最高値の７～８割を維持し，飼育環境保全の面からも好ま

しいと言える。

最近は，冷凍や凍結乾燥等の保存法が発達し，魚介類の種苗生産の閑期にワムシを貯蔵す

る試みもなされている。また，アユの種苗生産のように汽水を用いることもあるので，ワム

シの使用目的に応じて，餌料効率に重点を置くか，塩分耐性に重点を置くかを選択する必要

もあろう。

摂餌率の平均値は，２０%oおよび30%oのワムシの場合，３５%｡のワムシの90％以上を示した。

しかし，１５～10%oのワムシの摂餌率は，いずれも35%･のワムシの50％以下であった。また，

経過時間に対する摂餌率の変化には，２０および30%oのワムシにおける減少傾向と，１０～15%･

のワムシにおける増加傾向の２傾向が観察された。
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＊：Foodconsumptionrateofrotifersacclimatedto3596o．
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Ｆｉｇ．４．Effectsofsalinityonfoodconversionrate，percentageofswimming
individuals，ａｎｄfoodconversionrateofrotifers，ａｎｄｇｒｏｗｔｈｓｐｅｅｄｏｆ
ｍａｒｉｎｅＣﾙ加肋（afterHIRATAeta1.,1981)．Theareaofoblique

linesindicatesanestimatedoptimalsalinityrangeformassculture．
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